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出町ゆかり

　

９
月
議
会
に
「
高
槻
市
営
バ
ス
経
営
戦
略
」
の
素
案
が
示

さ
れ
、
中
村
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

市
営
バ
ス
の
今
後
10
年
間
の
計
画
、

　
　
　
　
　

市
民
へ
の
周
知
、説
明
会
を

市
営
バ
ス
の
今
後
10
年
間
の
計
画
、

　
　
　
　
　

市
民
へ
の
周
知
、説
明
会
を

10
月
１
日
〜
11
月
２
日
ま
で

市
民
意
見
の
募
集
を
実
施

10
月
１
日
〜
11
月
２
日
ま
で

市
民
意
見
の
募
集
を
実
施

市
営
バ
ス
に
は
公
共
性
が
あ
る

　

中
村
議
員
は
「
高
槻
で
は
95
年
前
か
ら
バ
ス
事
業
が
行
わ
れ
、
バ

ス
事
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
」
と
主
張
。
ま
た
、
市
の
「
総
合

交
通
戦
略
」
に
「
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
、
活
発
な
経

済
活
動
を
行
う
た
め
に
は
交
通
に
様
々
な
要
素
が
求
め
ら
れ
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
市
営
バ
ス
は
市
民
の
く
ら
し
を
支
え

て
い
る
役
割
・
効
果
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
」と
質
問
。
市
は「（
市

営
バ
ス
は
）
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
今
後
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
く
」
と

答
え
ま
し
た
。

市
営
バ
ス
の
収
支
に
つ
い
て

　

市
営
バ
ス
の
営
業
損
益
は
、
長
年
赤
字
で
そ
の
額
は
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
は
「
赤
字
解
消
の
た
め
、
赤
字
路
線

市
民
へ
の
周
知
、説
明
を
し
、

　
　
　
意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切

　

中
村
議
員
は
こ
の
計
画
に
対
し
て
、「
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
。
特
に
山
間
３
路
線
や
、
柱
本
、

三
島
江
の
路
線
な
ど
、
関
係
す
る
住
民
に

は
説
明
が
必
要
」
と
計
画
が
決
ま
る
前
に
、

説
明
会
を
開
く
よ
う
、
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

赤
字
路
線
を
強
調
し
、
路
線
の
見
直
し
を
行
う

と
市
民
の
移
動
を
支
え
る
、
公
共
交
通
の
役
割
が

果
た
せ
な
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
移
動
の
権
利
を

守
り
、
生
活
が
成
り
立
つ
よ
う
な
計
画
に
見
直
し

を
す
る
べ
き
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
意
見
を
市
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

〈
意
見
を
あ
げ
る
方
法
〉

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
簡
易
電
子
申
し
込
み
か
、
直

接
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス（
６
７
７-

３
５
１
６
）で
、

氏
名
、
住
所
等
の
記
入
が
必
要
で
す
。

〒
５
６
９‒

０
８
２
３　

芝
生
町
４
丁
目
３
番
１
号　

交
通
部
総
務
企
画
課
ま
で

見直しが必要な不採算路線、新たな需要が考えられる路線
エリア 路線 検討の方向性

山間 田能線（杉生・
中畑・二料）

・原大橋以北は、市民や地域にとって最適な交通手
　段の導入等について、市の交通政策と連携しなが
　ら検討を進める。

山間 萩谷線
・関西大学以北は、市民や地域にとって最適な交通
　手段の導入等について、市の交通政策と連携しな
　がら検討を進める。

山間 成合・川久保線

・上成合以北は、市民や地域にとって最適な交通手
　段の導入等について、市の交通政策と連携しなが
　ら検討を進める。あわせて、高槻インターチェンジ
　周辺のまちづくりの状況を踏まえ、合理的な運行
　本数や経路変更も検討する。

南部 柱本・三島江線
・車庫前以南について、対キロ区間制や特殊区間制
　運賃の導入や、車庫前で接続するゾーンバスとす
　る等、路線全体の効率化を検討する。

南西部 芝生住宅線 ・生活路線としての利用状況を踏まえ、重複する他
　の路線とあわせて総合的に検討する。

東部 前島・六中線道
鵜線

・生活路線としての利用状況や府道十三高槻線等の
　新たな道路整備状況を踏まえ、一部経路の変更
　や「前島・六中線」と「道鵜線」相互の統合・再
　編等を検討する。

東部 梶原線
・新名神高速道路関連の道路整備（府道西京高槻線
　バイパス、市道萩之庄梶原線等）を踏まえ、経路
　の変更を検討する。・あわせて、観光振興への貢献
　も検討する。

高槻市営バス経営戦略より

の
見
直
し
、
距
離
別
運
賃
、
ゾ
ー
ン
バ
ス
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、

山
間
３
路
線
で
は
よ
り
最
適
な
交
通
手
段
の
導
入
の
検
討
、
柱
本
・

三
島
江
線
で
は
路
線
全
体
の
効
率
化
の
検
討
、
道
鵜
線
な
ど
東
エ
リ

ア
は
一
部
経
路
の
変
更
、
統
合
、
再
編
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
は
、「
効
率
化
で
、
運
行
業
務
の
一
部
委
託
、
関
連
会
社

の
設
立
を
検
討
し
、
路
線
バ
ス
に
代
る
交
通
手
段
の
委
託
運
行
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。
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現
在
、
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
事

業
、
障
が
い
者
支
援
は
廃
止
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
民
間
事
業
所
に

譲
渡
す
る
こ
と
が
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
障
が
い
者
総

合
事
業
は
来
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
約

８
４
０
人
、
働
く
人
約
２
０
０
人
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
離
職
の
可
能
性
な
ど
、
大
き
な
不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
社
会
福
祉
事
業
団
の
財
政
は
黒
字
で
、
利
用
者

に
不
便
を
か
け
、
働
く
人
を
解
雇
し
て
ま
で
、
事
業
を
や
め
る
必
要

は
な
い
」
と
強
く
訴
え
、
市
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
市
は
「
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
福
祉
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
、
人
材
育

成
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
福
祉
事

業
団
で
は
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
中
で
、
担
う
べ
き
事
業

の
整
理
が
必
要
」
と
答
え
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
団
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

統
合
で
大
き
な
影
響
が

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
避
難
支
援
に
つ
い
て

樫
田
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
　
　
社
会
的
な
役
割
が
あ
る

社
会
福
祉
事
業
団
の
事
業
に
は

公
的
な
役
割
が
あ
る

避
難
所
の
環
境
の
改
善

社
会
福
祉
事
業
団
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

統
合
で
大
き
な
影
響
が

　

宮
本
議
員
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
に
避
難
所
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「
避
難
所
が
高

齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
い
づ
ら
い
環
境
の
た

め
、
避
難
を
た
め
ら
う
原
因
に
な
っ
て
い
る
」「
避

難
所
の
改
善
が
必
要
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
普
通
教
室
の

ク
ー
ラ
ー
の
更
新
、
特
別
教
室
へ
の
設
置
と
同
時
に

進
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

宮
本
議
員
は
「
北
部
地
震
の
際
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
で
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
力
を
発
揮
し
た
。セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
整
え
、個
々

の
高
齢
者
の
実
情
に
応
じ
た
避
難
計
画
の
作
成
を
」
と
求
め
、
市
は

「
個
別
支
援
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
専
門
職
員
が
専
門
的
な
見
識
か
ら
地
域
を
支
援
す
る
こ
と
は

有
益
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
避
難
支
援
に
つ
い
て

　

訪
問
介
護
は
、
利
用
者
の
自
宅
に
伺
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
時
間

以
外
は
介
護
報
酬
が
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
往
復
の
時
間
に
か
か
る

経
費
な
ど
は
事
業
所
持
ち
で
す
。
樫
田
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
は
移
動
経
費
が
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
今
年
８
月
、
唯
一
樫

田
地
域
に
は
い
っ
て
い
た
事
業
所
が
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
も
あ
り
、

閉
所
し
ま
し
た
。

　

出
町
議
員
は
「
現
在
、
５
人
の
利
用
者
が
９
月
か
ら
、
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
。樫
田
地
域
の
医
療
に
対
し
て
は
、

市
は
医
師
会
、歯
科
医
師
会
に
委
託
し
て
、委
託
料
を
払
っ
て
い
る
。

介
護
も
具
体
的
な
支
援
が
必
要
だ
」
と
市
の
考
え
を
質
問
し
ま
し

た
。
市
は
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
の
意
見
交
換
を
す

る
中
で
、一
定
対
応
で
き
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。
出
町
議
員
は「
こ

の
２
年
間
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
開
か
れ
て
い
な
い
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
対
応
で
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
、
現
在
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
全
く
の
善
意
で
、
買
い
物
や
洗
濯
ま
で
支
援
し
て

い
る
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
危
機
的
な
状
況
だ
と
言
っ
て
い
る
。

早
急
に
具
体
的
な
対
応
が
必
要
」
だ
と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

樫
田
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
　
　
社
会
的
な
役
割
が
あ
る

　

き
よ
た
議
員
は
「
ど
の
事
業
も
公
的
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
が
あ
り
、
実
際
に
民
間
で
断
ら
れ
た
困
難
な
ケ
ー
ス
も
受
け
持
っ

て
き
た
。
社
会
福
祉
事
業
団
の
事
業
廃
止
は
い
ま
で
も
弱
体
化
し
て

い
る
社
会
保
障
を
、
さ
ら
に
不
安
定
に
す
る
も
の
だ
」
と
し
、「
地

域
福
祉
に
つ
い
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
助
け
合
い
の
で
き

る
地
域
を
つ
く
る
に
は
、
社
会
保
障
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
。
利
用
者
に
不
便
を
か
け
、
働
く
人
を
解
雇
し
て
ま
で
、
事
業

を
や
め
る
必
要
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
し
、
公
的
責
任
の
観
点
か
ら

も
社
会
福
祉
事
業
団
の
廃
止
を
今
か
ら
で
も
見
直
す
こ
と
を
強
く

要
求
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
団
の
事
業
に
は

公
的
な
役
割
が
あ
る

社
会
福
祉
事
業
団
の
事
業
廃
止

一
般
質
問

９
月
議
会

き
よ
た
純
子

避
難
所
の
環
境
の
改
善

豪
雨
災
害
の
課
題

宮
本
雄
一
郎

コ
ロ
ナ
禍
の
介
護
問
題

出
町
ゆ
か
り
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